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１．コミュニティ・スクールがスタートしました。 
今年度より、今治市の全小中学校が、コミュニティ・スクールとしてスタートしました。コミュニテ

ィ・スクールとは、これまで学校独自で行ってきた学校運営を、学校、保護者、地域、児童生徒が一体

となって進める学校のことを言います。学校を核とした地域の活性化を進めることを目的としていま

す。今、学校は大きな変革期を迎えています。また、多くの教育課題も山積しています。また、地域に

おいても、人口減少、少子高齢化、コミュニティの希薄化といった課題があります。こんな時だからこ

そ、学校の運営方針を、保護者の皆様や地域の方々にご理解いただき、学校、家庭、地域が協働するこ

とで、学校も地域も生き生きと輝くことを期待していま

す。４月 22日（金）には、コミュニティ・スクールマイ

スターの西村先生をお招きし、伯方小中学校のコミュニテ

ィ・スクールの委員さんや教職員対象に、講演会を開催い

たしました。その後、第１回の協議会を開始しました。コ

ミュニティ・スクールをスタートするにあたって、各委員

さんから、学校や地域を活性化するための、前向きで積極

的なご意見をいただき、明るい兆しが見えました。 

 

２．参観日を行いました。 
４月 25日（月）に、参観日を実施しました。大勢の保護者の皆様をお迎えし、生徒の活躍する様子を

見ていただくことができたこと、大変うれしく思いました。１年生は美術科、２年生は理科、３年生は

社会科の授業を参観していただきました。その後の学級PTAやPTA

総会、部活動懇談会にも大勢出席してくださりありがとうございま

した。PTAの新会長様以下役員様が決定したり、PTA会計や部活動後

援会会計を承認していただき、伯方中学校の本格的な教育活動をス

タートすることができました。保護者の皆様方におかれましては、

今後とも本校の教育活動に、ご理解、ご協力を賜りますようよろし

くお願いいたします。 

 

３．茶道教室を見学させていただきました。 
４月 27日（水）に、地域の茶道の先生（ボランティア）が来校して

くださり、学芸部の生徒５人が、茶道のお点前を教えていただきまし

た。先生の教えは本格的なもので、生徒たちは真剣に学び取っていま

した。５人の生徒が姿勢正しく正座する姿は、凛としてとても美しか

ったです。月に２度の、貴重な活動です。世界に誇れる、良き日本の

伝統文化である茶道をしっかりと身に付けてもらいたいと思います。

久しぶりにお茶をたてていただき、味わうことができました。良い体

験をさせていただきました。ありがとうございました。 
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４．交通安全教室を行いました。 
４月 22日（金）に、伯方警察署交通安全課の警察官や交通安全協会の方々のご協力を得て、交通安全

教室を実施しました。全教職員で、生徒の自転車点検をした後、全校生徒が３つのコースに分かれて、

自転車運転技能を高めました。クランクコースやS字コースなどに苦戦していましたが、皆真剣に取り

組むことができました。本校の生徒は、片道７ｋｍも

かけて登下校している生徒がいます。また、その通学

路は、交通量の多い箇所や見通しの悪いカーブなどが

あります。晴れの日ばかりではありません。雨の日や

風の強い日、日が暮れて暗い道を帰ることもありま

す。どうか、交通安全には最大の注意を払い、事故な

く登下校してくれることを祈ります。命を守るため、

ヘルメットの着用、あごひもをしっかりしめること

は、絶対に守ってもらいたいと思います。 

 

５．避難訓練（不審者対策）を行いました。 
４月 27日（水）に、不審者対応の避難訓練を行いました。2001年

６月８日に、池田小学校で発生した、大量殺人事件は忘れることが

できません。伯方警察署より大勢の警察官の方々が来校してくださ

り、大掛かりなものとなりました。２Ａ教室前にバットを持った不

審者が侵入するという想定で行いました。不審者に扮してくださっ

た、警察官の方が迫真の演技でしたので、生徒たちも先生の指示に

従い、バリケードを築いたり椅子を構えたりと真剣かつ迅速に対処

することができました。これからも、生徒の安心・安全を守り抜き

たいと思います。伯方署の皆様、ありがとうございました。 
 

６．授業改善に取り組んでいます。 
昨年は、「Giga school 構想」が提唱され、全国の小中学生に

一人一台タブレットが導入されました。今年度は、このタブレッ

トを効果的に活用し、「個別最適の学び」を追求していく必要が

あります。そのため、タイピング練習・検定を行ったり、グーグ

ルフォームのクラスルームやスライドといった機能やロイロノー

トというアプリを活用し、生徒の学びを深めています。ただ、デ

ジタルだけでは学びは深まりません。「書く」という作業は、学

習内容の定着には欠かすことができません。デジタルとアナログ

を融合させて、「確かな学力」を身に付けさせたいと思います。 

※ 生徒の皆さん、タイピング上達のコツは、指をホームポジシ  

ョンに正確に置き、ブラインドタッチを身に付けることで  

す。練習あるのみです。頑張ってください。  


